
横須賀市テニス協会規約     R13 

 

  第１章  総  則 

第１条 本会は横須賀市テニス協会と称する。 

第２条 本会は事務所を横須賀市内におく。 

第３条 本会は横須賀市内にある加盟団体をもって組織する。 

２ 本会は神奈川県テニス協会の加盟団体となる。 

 

  第２章  目的及び事業 

第４条 本会は横須賀市内におけるテニスを愛好する会員相互の親睦を図るとともに、テニスを振興し、

会員の体力増進と明朗闊達な心情を涵養し、以って文化人としての資質を向上することを目的とす

る。 

第５条 本会は前条の目的を達成するために次の事業を行う。 

  １．テニスの普及、指導に関すること 

  ２．指導者の資質向上に関すること。 

  ３．各種テニス大会の開催。 

  ４．神奈川県テニス協会が行う事業に参加すること。 

  ５．その他目的達成に必要な事業。 

第６条 本会の事業は毎年４月 1 日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

  

  第３章  役  員 

第７条 本会に次の役員をおく。 

   会長  １名 

   副会長  若干名 

   理事長  １名 

   副理事長 若干名 

   理事  若干名（常任理事若干名を含む） 

   評議員  (各加盟団体代表者) 

   監事  ２名 

２ 本会に名誉会長、顧問若干名を置くことができる。 

第８条 会長は評議員会の推挙によって定められ、本会を代表して会務を統轄し、評議員会の議長とな

る。 

第９条 副会長は評議員会の推挙によって会長がこれを委嘱する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長事故ある時は、その会務を代行する。 

第１０条 理事は評議員会で評議員のうちから選出された者及び会長が協会運営上必要であり、理事と

して適任であると認めた者を推薦し、評議員会の議を経た者に、会長はこれを委嘱する。 

第１１条 理事は理事会を構成し、命を受けて会務を掌事する。 



２ 理事は互選により理事長 1 名、副理事長若干名及び常任理事若干名を選出する。 

第１２条 理事長は理事会を代表するとともに、常任理事会及び理事会の議長となる。 

２ 副理事長は理事長事故あるときは会務を代行する。 

３ 常任理事は理事長を補佐し会務を掌理する。 

第１３条 評議員は各加盟団体から 1 名あて推薦された者をもってこれにあて、本会の重要事項を審議

するとともに議決機関となる。 

第１４条 監事は評議員会で選出し会長はこれを委嘱する。 

２ 監事は本会の財務を監査する。 

第１５条 会長は理事会の議を経て、顧問を委嘱することができる。 

２ 顧問は会長の諮問に応ずる。 

第１６条 横須賀市スポーツ協会評議員は、会長を含める３名とし、うち１名は当該協会理事とする。 

２ 当該役員は横須賀市スポーツ協会との連絡を密にし、本会の円滑な運営に寄与する。 

第１７条 神奈川県テニス協会への派遣役員は理事会で、若干名を選出する。 

２ 当該役員は神奈川県テニス協会との連絡を密にし、本会の円滑なる運営に寄与する。 

また、神奈川県テニス協会より他の職務を委託されるときは会長の承認を必要とする。 

第１８条 役員（評議員を含まず）の任期は２ケ年とする。但し、再任を妨げない。 

２ 補充役員の任期は前任者の残任期間とする。役員の任期が満了しても、後任者が就任するまではそ

の責務を行う。 

 

第 ４ 章  会  議 

第１９条 評議員会（総会と称する）は、会長、副会長、理事長、副理事長、理事、評議員及び監事を

もって組織し、必要に応じて会長はこれを招集する。評議員会は本会の最高議決機関で、次の事項に

ついて審議する。 

１．予算及び決算に関すること。 

２．事業計画及び報告に関すること。 

３．役員任免に関すること。 

４．規約の制定及び改廃に関すること。 

５．その他本会の運営に必要な事項に関すること。 

第２０条 理事会は理事長がこれを招集し、規約に規定した事項及び評議員会より委任された事項を審

議し執行する。また、この会議には、会長、副会長は出席して意見を述べることができる。 

２ 常任理事会は必要に応じて理事長がこれを招集し、理事会より委任された事項を掌理する。但し、事

後において理事会の承認を得るものとする。また、この会議には、会長、副会長は出席して意見を述

べることができる。 

第２１条 各会議は構成員の 1/2 以上の出席をもって成立し、議決は出席者の過半数以上の同意をもっ

て決する。可否同数の場合は、議長がこれを決する。会議に出席できない場合は、書面（委任状）を

もって出席に代えることができる。 

第２２条 各会議において、その都度理事のうちより 1 名議事進行係を選出し、会議の円滑な運営をは

かる。 



 

第 ５ 章  加盟及び登録 

第２３条 新規に加盟を希望する団体は、その旨を本会に申し出て、本会所定の用紙に 必要事項を記入・

提出し、理事会による審査・承認の後、登録手続きをする。 但し、新規加盟・継続加盟について、

1 団体の構成人員（成人（１８歳以上）の加盟員）は 6 名以上とし、加盟後は本協会運営に協力し、

大会運営の委員を派遣する。 

２ 同好会として新規加盟する場合、加盟員のうち１／２以上は横須賀市内に在住又は在勤であること。 

３ 加盟は、複数の加盟区分（クラブ、実業団、同好会）への加盟登録を認める。加盟費は、加盟区分ご

とに納入するものとする。重複加盟者には以下を認める。  

１．それぞれの加盟員としてカウントする。  

２．クラブ、実業団、同好会の各対抗戦に重複して出場することができる。  

３．大会出場時は、どの所属団体名を使用しても良い。  

第２４条 登録は毎年３月末（別途月日指定）までに更新するものとする。 

２ 登録事項に異動を生じたときは、その旨速やかに届出をする。 

 

第 ６ 章  会  計 

第２５条 本会の経費は次により支弁する。 

１．加盟負担金 

２．事業収入 

３．補助金及び寄付金 

４．その他の収入 

第２６条 本会の加盟負担金は評議員会の議決で定められた額を毎年行なわれる登録更新時に必ず納入

するものとする。 

２ 新たに本協会に加盟しようとする団体は登録時に定められた額を必ず納入するものとする。 

３ 原則として、横須賀市テニス協会加盟団体所属の学生、及び横三地区の学生（学校単位）は、名簿の

提出により加盟負担金を免除する。（学生とは、高校生以下とする。） 

４ 年度途中における脱会団体の加盟負担金は返済しない。 

第２７条 神奈川県テニス協会主催のクラブチ－ム対抗、実業団チ－ム対抗及び各種大会に参加する選

手の所属する団体は、神奈川県テニス協会加盟負担金を年度の当初に納入しなければならない。 

第２８条 本会の会計年度は毎年 4 月 1 日に始まり､翌年 3 月 31 日に終わる。 

 

第 ７ 章  賞  罰 

第２９条 賞罰については別に定める細則による。 

 

第 ８ 章  付  則 

第３０条 本規約を改正しようとするときは、評議員会の議決を経なければならない。 

第３１条 本会の運営に必要な細則は理事会が別にこれを定める。 

第３２条 本会に専門部会を設けることができる。（付表－1） 



本規約は、昭和５８年６月１４日より実施する。 

本規約は、昭和６０年４月１２日より実施する。 

本規約は、昭和６１年４月２日より実施する。 

本規約は、昭和６３年４月２８日より実施する。 

本規約は、平成２年３月１日より実施する。（慶弔に関する内規追加） 

本規約は、平成２年４月１日より実施する。（会長杯シングルス選手権大会級分け基準                      

追加） 

本規約は、平成３年１月１日より実施する。（県テニス協会公認指導員検定会受験推薦                      

基準追加） 

本規約は、平成３年４月１日より実施する。（強化部設置） 

本規約は、平成４年５月１日より実施する。（専務理事廃止、大会表彰規定追加） 

本規約は、平成１３年４月１日より実施する。（条文整備） 

本規約は、平成１５年１月２５日より実施する。（業務統合による組織の簡素化、大会表彰                      

規定整備） 

本規約は、平成１６年４月１日より実施する。（条文整備） 

本規約は、平成２５年４月２１日より実施する。（新規加盟条件、重複加盟、ジュニア加盟費改訂） 

本規約は、令和８年４月１１日より実施する。（新規加盟条件、付表―１改訂、市スポーツ協会名称変更） 

 

付表―１規約第３２条により次の部会を設ける。 

  １．事務局（事務局担当・ホームページ担当)  

  ２．総務部（総務担当・会計担当・企画担当・渉外担当） 

  ３．競技部（トーナメント開催担当・シード選考担当・審判担当・用具担当） 

  ４．指導部（スポーツフェスタ担当・指導者講習会担当・審判(指導者)資格手続き担当） 

  各部組織及び業務分担は別表－1 による 


